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標準的な運賃について

○ドライバーの労働条件の改善等を図るため、法令を遵守して持続的に事業を運営するための参考となる運賃を示す
ことが効果的との趣旨により、「標準的な運賃の告示制度」が創設。

○標準的な運賃は、①トラック事業の能率的な経営の下における適正な原価に、②適正な利潤を加えたものを基準。
原価の算定に当たっては、①ドライバーの賃金を全産業の標準的水準に是正すること、②コンプライアンスを確保で
きることを前提。

標準的な運賃に係る基本的な考え方

STEP１ 標準的な運賃制度を理解する

STEP２ 自社で運賃を計算する

STEP３ 荷主と運賃を交渉する

STEP４ 運賃の事後届出を行う

標準的な運賃 届出までのプロセス

＋労働実態調査（時間外労働時間等）など

標準的な運賃に係る届出件数
令和3年7月31日現在

運輸局 支局 件数 事業者数 割合

北海道 札幌 647 1,516 42.7%

函館 195 268 72.8%

旭川 245 410 59.8%

室蘭 115 370 31.1%

釧路 131 276 47.5%

帯広 96 326 29.4%

北見 80 189 42.3%

小計 1,509 3,355 45.0%

全国 合計 15,611 56,990 27.4%

※事業者数は平成31年3月31日現在（霊柩を除く）

【資料３】
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標準的な運賃（距離制運賃表・時間制運賃表） 【資料３】
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標準的な運賃（割増率等） 【資料３】
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標準的な運賃（データでみるトラック運転手） 【資料３】


